
資料４目標未達成の評価項目

「建築BIM」を使用する設計事務所の割合
（県の指名競争入札選定対象業者に占める割合）

評価項目

中間目標 ６０％（Ｒ７） 実 績 ４７．４％（Ｒ７）
（２７者／５７者）

未達要因

今後の取組

＜導入事務所の感じた課題＞ ・導入費用、維持管理費用など金銭的負担
・習得に対する技術や時間確保
・パソコンの性能
・他ソフトや協力事務所との連携

＜未導入事務所の導入意向＞
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⑧その他のきっかけがあれば

⑥公共発注の設計業務での使用が一般化したら

⑤周囲で導入している事務所が増えてきたら

④ソフトウェアがもっと使いやすくなれば

③導入コストが下がれば

②メリットが実感できれば

①導入するつもりはない

・導入効果の周知
・公共発注での積極的な導入

※意匠系：55.6％ 設備系：16.7%
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目標未達成の評価項目

観光・交流等のまちづくりの拠点として空き家等を活用する
市町村数評価項目

中間目標 １６市町村（Ｒ3～R7） 実 績 １１市町村（R3～R6）

未達要因

今後の取組
2

※Ｒ７見込み：１４市町村

＜まちづくり拠点として空き家活用できていない理由＞（対象13市町）
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（５）支援制度がない

（４）活用できる適当な空き家がない

（３）空き家を活用するという意識がない

（２）観光・交流等のまちづくりの拠点の需要
はあるが、空き家を活用することが困難

（１）観光・交流等のまちづくりの拠点が
すでにあるもしくは需要がない

・「観光・交流等のまちづくりの拠点」以外の活用も促進
・県による市町村の先導と更なる連携



目標未達成の評価項目

地震対策※がされていない住宅の解消
※ 少なくとも「減災化（寝室や居間等にある家具を対象とした固定や配置の工夫などの取組）」がされていること

評価項目

中間目標 おおむね解消（Ｒ６） 実 績 解消には至らず（Ｒ６）

未達要因

今後の取組
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制度を知らなかった

手続き方法が分からない

費用がかかる

建替え・取壊し予定

今後長く住まない

大丈夫だと思う

倒壊してもいい

・耐震改修などに対する支援制度の継続
・戸別訪問等による積極的な普及啓発

＜耐震化未実施の理由＞



目標未達成の評価項目

相談窓口業務マニュアル(市町村モデル)の整備評価項目

目 標 Ｒ６年度策定 実 績 未策定

今後の取組 Ｒ７年度策定
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・在宅
・避難所
・宿泊施設
・家族・親戚・知人宅
・車中泊

罹
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解体

（災害）公営住宅

賃貸住宅

新築・購入

自宅の建替え

自宅の修理

・公営住宅
・賃貸型
・建設型
（プレハブ、木造、
ムービングハウス等）

・緊急修理
・応急修理

・フェーズ毎の住まいに関する支援制度、相談窓口の紹介
・各制度の注意点やＱ＆Ａ

・公費解体
・費用償還


